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山
埼

や
ま
さ
き

は
、
加
藤
説

で
は
宇
竜
湾
に
あ
る

蓬
莱

ほ
う
ら
い

島
を
指
す
と
あ

る
。
同
じ
島
の
こ
と

だ
ろ
う
が
、
今
で
言

う
宇
竜
湾
の
目
前
に

せ
ま
る
権
現

ご
ん
げ
ん

島
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
高
さ

一
一
六
メ
ー
ト
ル
、

周
囲
九
八
〇
メ
ー

ト
ル
で
、
弁
天
島
と
も
言
う
。

子
負

こ
お
ひ

嶋
は
宇
竜
湾
西
北
方
に
あ
る
岩
島
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
島
の
こ
と
か
は
不
明
。

山
埼

や
ま
さ
き

。
高
さ
三
十
九
丈
、
周め

ぐ

り
一
里
二
百

五
十
歩
あ
り
。
椎
・
楠
・
椿
・
松
あ
り
。

子
負

こ
お
ひ

嶋
。
礒
な
り
。

日
御
碕

ひ
の
み
さ
き

灯
台
の
東
北
に
あ
る
御
坐

お
わ
す

の
浜

を
指
す
。
長
さ
は
二
六
七
メ
ー
ト
ル
。

大
椅

お
ほ
は
し

濱
。
廣
さ
一
百
五
十
歩
あ
り
。

御
前

み
さ
き

濱
。
廣
さ
一

百
二
十
歩
あ
り
。

百
姓

た

み

の
家
あ
り
。

御
嚴

み
い
つ
く

嶋
。
海
藻

め

生お

へ
り
。

御
前

み
さ
き

濱
は
日
御

碕
神
社
の
前
の
浜

で
、
長
さ
は
二
一

四
メ
ー
ト
ル
。
御み

厳い
つ
く

島
は
ウ
ミ
ネ
コ

の
繁
殖
地
で
、
現

在
の
経ふ

み

島
。

等
々

と

ど

嶋
は
日
御
碕
西

方
の
海
上
二
キ
ロ
の
所
に

あ
る
艫と

も

島
。
ア
シ
カ
の
集

合
地
だ
っ
た
ら
し
い
。
御み

厨く
り

家
島
は
日
御
碕
浜
西

方
の
う
ま
や
島
で
あ
る
。

高
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
、
周

囲
三
六
メ
ー
ト
ル
に
あ
た

る
。

等
々

と

ど

嶋
。
貽
貝

い
が
ひ

・
石
花

せ

あ
り
。

御
厨
家

み

く

り

や

嶋
。
高
さ
四
丈
、

周
り
二
十
歩
あ
り
。
松
あ

り
。37聞

し

も

埼
。
長
さ
三
十
歩
、

廣
さ
三
十
二
歩
あ
り
。
松

あ
り
。

日
御
碕
の
西
南
の
突
端

の
追
石

お
い
し

鼻
に
あ
た
り
、
長

さ
五
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
五

七
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

意
能
保
濱
は

日
御
埼
南
方
の

黒
田
浜
で
、
長

さ
三
二
メ
ー
ト

ル
。
栗
嶋
は
黒

田
浜
東
方
の
赤

島
、
黒
嶋
は
大

社
町
這
田

は
ふ
た

浜
西

方
の
礫

つ
ぶ
て

島
に
あ

た
る
。

意
能
保

お

の

ほ

濱
。
廣
さ
一
十
八
歩
あ
り
。

栗
嶋
。
海
藻

め

生
へ
り
。

黒
嶋
。
海
藻
生
へ
り
。

黒島（左）と栗島

38這
田

は
ふ
た

濱
。
廣
さ
一

百
歩
あ
り
。

現
在
の
這
田
浜

と
同
じ
。
長
さ
は

一
七
八
メ
ー
ト
ル
。

39二
俣

ふ
た
ま
た

濱
。
廣
さ
九
八
歩
あ
り
。

現
在
の
二
俣

ふ
た
ま
た

浜
と
同
じ
。
長
さ
一
七
五

メ
ー
ト
ル
。

40門
石

か
ど
い
は

嶋
。
高
さ
五
丈
、
周
り
四
十
二
歩
あ

り
。
鷲わ

し

の
栖す

あ
り
。

現
在
は
稲
佐
浜

の
陸
地
と
な
っ
て

い
る
関せ

き

島
と
思
わ

れ
る
が
、
海
岸
近

く
の
弁
天
島
と
も

考
え
ら
れ
る
。
高

さ
一
五
メ
ー
ト
ル
、

周
囲
は
七
五
メ
ー

ト
ル
と
あ
る
。

弁天島

薗そ
の

。
長
さ
三
里
一
百
歩
。
廣
さ
一
里
二
百

歩
あ
り
。
松
繁し

げ

く
多
し
。
即
ち
神
門
水
海

か
む
ど
の
み
づ
う
み

よ

り
大
海

お
ほ
う
み

に
通
ふ
潮

み
な
と

の
長
さ
三
里
、
廣
さ
一

百
二
十
歩
あ
り
。
此こ

は
則

す
な
わ

ち
出
雲
と
神
門

か
む
ど

と
の
二
郡
の
堺
な
り
。

大
社
町
西
南
の
神
戸

か
ん
ど

川
右
岸
、
い
わ
ゆ

る
薗そ

の

の
長
浜
の
北
方
に
あ
た
る（
二
ペ
ー
ジ

参
照
）。
長
さ
一
・
七
八
二
キ
ロ
、
幅
二
一

四
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

35現
在
の
宇
竜

う
り
ゅ
う

浦
。
長
さ
は
一
三
九
メ
ー

ト
ル
に
あ
た
る
。
船
が
二
〇
艘そ

う

停
泊
で
き
た

と
あ
り
、
今
で
も
良
港
。

宇
禮
保

う

れ

は

浦
。
廣ひ

ろ

さ
七
十
八
歩ぶ

あ
り
。
船
二

十
許

ば
か
り

泊は

つ
べ
し
。

意
保
美
濱

は
、
平
田
市
近

江
川
の
河
口
に

あ
た
る
海
岸
。

長
さ
は
一
・
二

八
三
メ
ー
ト
ル

と
あ
る
。
気
多

嶋
は
、
近
江
川

河
口
か
ら
西
方

へ
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
海

岸
に
あ
る
岩
島
。

32現
在
の
平
田
市
猪
目

い
の
め

浦
で
、
長
さ
は
七

五
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
浜
の
西
方
に
猪
目
洞
窟

（
詳
し
く
は
三
〇
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
が
あ
る
。

井
呑

い
の
み

濱
。
廣
さ
四
十
二
歩
あ
り
。

大
社
町
の
鵜
峠

う

ど

浦
で
、
長
さ
は
六
二
メ

ー
ト
ル
。

宇
太
保

う

だ

ほ

濱
。
廣
さ
三
十
五
歩
あ
り
。

33鵜
峠
浦
と
鷺さ

ぎ

浦
と
の
間
に
突
出
し
た
半

島
の
先
端
に
あ
る
鶴
島
に
あ
た
る
。
高
さ
三

メ
ー
ト
ル
、
周
囲
四
四
五
メ
ー
ト
ル
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
今
の
鶴
島
は
高
さ
が
五
三
メ

ー
ト
ル
あ
る
。

大
前

お
ほ
さ
き

嶋
。
高
さ
一
丈
、
周
り
二
百
五
十
歩

あ
り
。
海
藻

め

生お

へ
り
。

大
社
町
鷺さ

ぎ

浦
湾
口
の
柏

か
し
わ

島
に
あ
た
る
。

脳な
づ
き

嶋
。
柴
菜

の

り

・
海
藻

め

生お

へ
り
。
松
栢か

へ

あ
り
。

現
在
の
大
社
町
鷺さ

ぎ

浦
で
、
長
さ
は
三
五

六
メ
ー
ト
ル
。

鷺さ
ぎ

濱
。
廣
さ
二
百
歩
あ
り
。

34黒
嶋
は
、
鷺
浦
と
宇
竜

う
り
ゅ
う

浦
の
間
に
あ
る
、

現
在
の
足
毛
馬

あ

し

け

ば

島
。
米
結

め

え

濱
は
大
社
町
宇

竜
浦
の
東
北
一
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
目
井

浜
で
、
長
さ
は
三
六
メ
ー
ト
ル
。
爾
比

に

ひ

埼
は

宇
竜
浦
の
東
北
に
細
く
突
き
出
た
桁
掛

け
た
か
け

半

島
に
あ
た
り
、
長
さ
六
〇
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

三
六
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

黒
嶋
。
海
藻
生
へ
り
。

米
結

め

え

濱
。
廣
さ
二
十
歩
あ
り
。

爾
比

に

ひ

埼
。
長
さ
一
里
四
十
歩
、
廣
さ
二
十

歩
あ
り
。
埼さ

き

の
南
の
本も

と

は
、
東
西
に
戸
を
通

は
し
、
船
猶
往
来

な

ほ

か

よ

へ
り
。
上
に
は
即
ち
松
叢

む
ら
が

り
生お

ひ
た
り
。

28平
田
市
釜か

ま

浦
に
あ
た
り
、

広
さ
は
一
七

八
メ
ー
ト
ル
に

な
る
。

鎌
間

か
ま
ま

濱
。
廣ひ

ろ

さ
一
百
歩ぶ

あ

り
。29

平
田
市
の
十
六
島

う
っ
ぷ
る
い

の
半
島
に
あ
た
る
と

思
わ
れ
、
十
六
島
鼻
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
長

さ
一
四
二
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
三
五
メ
ー
ト

ル
と
あ
る
。
記
述
に
は
な
い
が
、
苔の

り

は
今
も

「
十
六
島
海
苔

う
っ
ぷ
る
い
の
り

」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地
方
の

特
産
。

許
豆
埼

こ
づ
の
さ
き

。
長
さ
二
里
二
百
歩
、
廣
さ
一
里
あ

り
。
周め

ぐ

り
嵯
峨

さ

が

し
。
上
に
松
・
菜
・
芋

いへついもあ
り
。

30平
田
の
市
小
津

こ

づ

浜
で
、
長
さ
は
一
七
八

メ
ー
ト
ル
。
こ
の
浜
の
西
辺
を
流
れ
る
布
勢

ふ

せ

川
が
、
楯
縫
郡
と
出
雲
郡
の
境
だ
っ
た
。

許
豆

こ

づ

濱
。
廣
さ
一
百
歩
あ
り
。
出
雲
と
楯た

て

縫ぬ
ひ

と
二
郡
の
境
な
り
。

平
田
市
小
津
の
海
岸
に
あ
る
、
竹
島
を

指
す
。

許
豆

こ

づ

嶋
。
紫
菜

の

り

生お

へ
り
。

33
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島 根 半 島 �

日 本 海 �

地図上の数字は、本文に記�
した太数字のあとに紹介す�
る島や浜などの位置する範�
囲を示しています。�

出
雲

い

ず

も

郡

31

平
田
市
河
下

か
わ
し
も

湾
岸
の
小
津
と
和
田
と
の

間
に
突
き
出
て
い
る
小
さ
い
岬
の
こ
と
。

宮
松

み
や
ま
つ

埼
。
楯
縫
と
出
雲
と
の
郡
の
堺
に
あ
り
。

意
保
美

お

ほ

み

濱
。
廣ひ

ろ

さ
二
里
一
百
二
十
歩ぶ

あ
り
。

気
多

け

た

嶋
。
紫
菜

の

り

・
海
松
生

み

る

お

へ
り
・
鮑

あ
は
び

・

螺に
し

・
蕀
甲
　

う

に

あ
り
。

能
呂
志

の

ろ

し

嶋
。
紫
菜

の

り

生お

へ
り
。

能
呂
志

の

ろ

し

嶋
は
唯
浦

た
だ
う
ら

海
岸
に
あ
る
天
狗
島

の
こ
と
。
現
在
は

陸
続
き
で
、
岩

肌
に
海
難
救
助

の
犠
牲
と
な
っ

た
青
年
を
記
念

す
る
「
義
勇
」
の

二
文
字
が
記
さ

れ
て
い
る
。

権現島

十六島鼻

小津

桁掛半島

宇竜湾

権現島

御坐の浜

権現島

日御碕

経島

宇竜

御坐の浜

追石鼻
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